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600万戸に達しようとしているマンション・ストックを適切に維持管理し、機

能や資産価値の維持向上を図っていくことは、これからの住宅供給の重要な柱

である。 

このマンションクリエイティブリフォーム賞は、主催者であるマンション計

画修繕施工協会（MKS）がマンション計画修繕工事の施工者専門団体であると

いう意味で、マンションの大規模改修工事を担っている現場担当者の創意工夫

を拾い上げ、新しい改修技術やそのモデルを社会に「見える化」していこうと

いう試みの一つである。 

より良いマンション大規模改修工事を行うためには、施工者のみの工夫だけ

でなく、発注者である管理組合、設計者などとの協力が不可欠であり、これら

の関係者全体の取り組みを評価しようとするものである。この賞の継続が、現

場担当者のモラル・意欲向上と管理組合のリフォーム工事に対する意識向上・

活性化につながることを期待したい。 

 

今回でマンションクリエイティブリフォーム賞も第４回目となるが、マンシ

ョンの計画修繕工事における施工者側からの創意工夫をどのような視点から取

り上げるかについて、十分絞り切れていない様子もうかがえる。 

審査委員会では、そうした応募物件の中から審査会を開催して厳正に受賞者

選定を行い、最終的な授賞対象の 2物件を選定した。 

 

高経年マンションのストックが 100 万戸を超えようとする中、高経年マンシ

ョンは、それぞれのマンションの物理的特性のみならず、その管理組合が当該

マンションをどのようにしていきたいか、についての考え方にも個性が表れて

くる時期でもある。共用部分改修とともに専有部分改修をどのように進めてい

くか、が大きなテーマになりつつある。今回は高経年マンションが共通して抱

える課題として重要な給排水設備改修に将来的な個別更新を可能にする工夫を

取り込んだプロジェクトと、共用部分と専有部分の関係が複雑で個別性の高い

コーポラティブ住宅改修に積極的に取り組んだプロジェクトをクリエイティブ

リフォーム賞として選定した。また、クリエイティブリフォーム大賞について

は該当なし、とした。 

 

今回の受賞事例を参考にして、次回以降、マンション改修工事プロジェクト

を通じての計画面、技術面、居住者対応など工夫した点を積極的に公開し、管

理組合やマンションリフォーム業界として共有のノウハウとして蓄積していっ

ていただけることを期待したい。 
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